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》
昌
甘
嘗
。
島
巳
自
8
ε
9
0
0
目
℃
p
鑓
臨
く
①
Q
Q
ヨ
身
§
U
き
δ
》
一
著
ぼ
¢
ほ
き
O
ω
冨
貯
露

○
げ
O
屏
勾

久
志
本

秀

夫

　
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ェ
ー
リ
（
｛
二
六
五
～
一
三
二
一
）
が
イ
タ
リ
ア
の
国
民
詩
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
）
は
ダ
ン
テ
生
誕
七
百
年
越
が
、
イ
タ
リ
ア
の
国
家

的
事
業
と
し
て
祝
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
は
、
ま
ず
三
月
三
十
一
日
に

一
㌔
鰭
羅
、
、
、
」
　
．
、
、
艦
　
無
㌘

　
ぱ
．

峠
ギ
　
」
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繹
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マン派の巨匠ドラクロワ「地獄におけるf

とウェルギリウス」（パリ、ルーブル）よ

1965年10月発行

ロ
ー
マ
の
カ
ン
ピ
ド
ッ
リ
オ
（
古
代
の
カ
ピ
ト
ー
ル
の
丘
）
で
、
祝
典
開
始
の
式
が

行
な
わ
れ
、
ロ
ー
マ
市
長
と
文
部
大
臣
の
演
説
が
あ
り
、
共
和
国
大
統
領
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
、
ラ

ヴ
ェ
ン
ナ
、
ピ
サ
、
カ
セ
ル
タ
、
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
、
カ
ッ
シ
ー
ノ
、
サ
レ
ル
ノ
、

ナ
ポ
リ
な
ど
で
学
会
が
開
か
れ
た
。
ま
た
各
地
で
展
示
も
あ
っ
た
が
、
最
終
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
2

事
と
し
て
、
ロ
ー
マ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
ζ
o
ω
言
9
客
9
凪
8
巴
Φ
　
1

∪
9
昌
け
Φ
ω
＄
（
国
主
催
の
ダ
ン
テ
展
）
が
十
月
二
十
一
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

　
予
定
で
は
十
二
月
三
十
一
日
迄
で
あ
っ
た
が
、
好
評
の
た
め
か
会
期
は
一
月
九

日
（
日
）
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
昭
和
四
十
年
十
二
月
末
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
よ
り
モ
ス
ク
ワ
に
飛
び
、
新

年
は
ソ
連
の
首
都
で
迎
え
た
。
そ
し
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ウ
ィ
ー
ン
を
経
由
し
て
ロ

ー
マ
に
直
行
し
た
。
北
伊
パ
ド
ヴ
ァ
で
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
史
を
研
究
す
る
の
が

本
来
の
目
的
で
あ
る
が
、
ま
ず
イ
タ
リ
ア
外
務
省
に
出
頭
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
所
用
も
終
え
、
ロ
ー
マ
を
離
れ
る
直
前
、
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
（
古
代
の
フ
ォ
ル

一
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ム
・
ロ
マ
ー
ヌ
ム
。
古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
宗
教
の
中
心
地
）
を
外
部
．
よ
り
見
て
写
真
を

撮
り
、
北
に
向
っ
て
偶
然
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
前
を
通
り
か
か
り
ダ

ン
テ
の
展
示
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
入
館
し
た
。
そ
の
日
が
最
終
日
の
一
月
九
日

で
あ
り
、
筆
者
が
一
覧
で
き
て
カ
タ
ロ
グ
を
購
入
し
得
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　
展
示
は
、
ダ
ン
テ
の
家
系
図
に
始
ま
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
ロ
ー
マ
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
主
た
る
人
物
（
い
ず
れ
も
ダ
ン
テ
も
し
く
は
「
神
曲
」
に
関
連
）
を
絵

画
、
モ
ザ
イ
ク
、
彫
刻
等
で
見
せ
た
上
、
H
四
h
o
同
量
墨
象
U
上
玉
①
口
Φ
一
目
。
巳
。

（
全
世
界
に
お
け
る
ダ
ン
テ
の
運
命
）
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
「
神
曲
地
獄
篇
」
　
の

冒
頭
の
三
連
句
を
各
国
語
で
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
か
を
我
々
に
教
え
る
。

　
更
に
ダ
ン
テ
の
ロ
コ
マ
理
念
、
イ
タ
リ
ア
理
念
と
い
う
部
門
で
は
、
彼
の
理
想

と
し
た
諸
人
物
が
示
さ
れ
る
。
書
簡
、
写
本
、
「
神
曲
」
の
諸
島
は
多
数
展
示
さ

れ
て
い
た
が
、
美
術
の
面
で
は
ダ
ン
テ
像
は
勿
論
の
こ
と
、
ロ
ダ
ン
の
「
神
曲
」

に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
八
点
も
あ
っ
た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
、
ジ
オ
ッ
ト
ー
の
「
聖
ス

テ
フ
ァ
ノ
像
」
（
註
－
）
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ダ
ン
テ
展
の
カ
タ
ロ
グ
釜
2
）
は
三
六
三
頁
の
大
冊
で
、
資
料
価
値
も
大
で

あ
る
の
で
前
頁
に
ぎ
島
。
Φ
σ
q
Φ
昌
霞
巴
。
（
総
索
引
の
意
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
総
目
次
）

を
か
か
げ
た
（
註
3
）
。
各
項
目
の
左
端
の
数
字
は
ペ
ー
ジ
を
あ
ら
わ
す
。

　
先
程
述
べ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
サ
ラ
ガ
ッ
ト
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
五
頁
に
、

ル
イ
ー
ジ
・
グ
イ
文
部
大
臣
の
演
説
は
十
頁
に
あ
る
。

　
「
ダ
ン
テ
展
」
の
解
説
と
展
示
目
録
は
二
九
五
頁
以
下
に
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は

四

ダ
ン
テ
そ
の
人
に
関
す
る
各
方
面
よ
り
の
論
文
が
並
ぶ
。

　
2
3
頁
「
ダ
ン
テ
と
そ
の
時
代
の
年
代
学
的
概
観
」
（
E
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
）

　
2
9
頁
「
ダ
ン
テ
の
追
放
」
（
B
・
サ
ン
ミ
ニ
ア
テ
ル
リ
）

　
4
7
頁
「
神
曲
と
他
の
小
品
」
（
N
・
サ
ペ
ー
ニ
ョ
）

　
9
1
頁
「
ダ
ン
テ
の
芸
術
と
思
想
の
発
展
」
（
B
・
ナ
ル
デ
ィ
）

　
蛍
雪
「
ダ
ン
テ
と
古
典
世
界
」
（
E
・
パ
ラ
ト
ー
レ
）

　
m
頁
「
ダ
ン
テ
の
宗
教
体
験
」
（
G
・
ペ
ト
ロ
ッ
キ
）

　
搬
頁
「
ダ
ン
テ
の
神
学
思
想
」
（
G
・
フ
ァ
ラ
ー
二
）

　
囎
頁
「
ダ
ン
テ
の
政
治
思
想
」
（
P
・
ブ
レ
ッ
ツ
ィ
）

　
囎
頁
「
ダ
ン
テ
と
同
時
代
の
芸
術
」
（
E
・
カ
ル
リ
）

　
m
頁
「
ダ
ン
テ
と
造
形
美
術
」
（
F
・
ウ
リ
ー
ヴ
ィ
）

　
皿
頁
「
現
代
に
お
け
る
ダ
ン
テ
の
言
語
」
（
A
・
パ
ッ
リ
ア
ー
ロ
）

　
舳
頁
「
ダ
ン
テ
と
我
々
」
（
F
・
ペ
ロ
ン
ツ
ィ
）

　
謝
頁
「
今
日
の
光
に
照
明
さ
れ
た
ダ
ン
テ
」
（
G
・
ウ
ン
ガ
レ
ッ
テ
ィ
）

　
一
見
し
て
分
る
よ
う
に
、
単
な
る
カ
タ
ロ
グ
を
越
え
た
綜
合
的
研
究
の
書
と
も

い
え
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
サ
ン
”
ジ
ョ
ン
・
ペ
ル
ス
（
註
4
V
、
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
註
5
）
、
ト
ー
マ

ス
・
マ
ン
（
註
6
）
の
ダ
ン
テ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
鵬
頁
よ
り
A
・
ヴ
ァ
ロ

ー
ネ
の
「
ダ
ン
テ
批
評
の
側
面
」
が
続
く
。
踊
頁
よ
り
E
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
の
ダ
ン

テ
著
作
品
の
諸
版
と
註
解
と
が
列
挙
さ
れ
る
。
同
じ
エ
ス
ポ
ジ
ト
の
ダ
ン
テ
作
品
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の
翻
訳
の
目
録
が
続
く
が
、
日
本
よ
り
は
山
川
丙
三
郎
、
中
山
昌
樹
、
平
林
初
之

輔
、
竹
友
藻
風
、
北
川
冬
彦
、
野
上
素
一
等
の
方
々
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

鵬
頁
よ
り
始
ま
る
一
九
二
一
年
よ
り
六
五
年
に
至
る
ダ
ン
テ
参
考
書
目
は
十
七
頁

に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
「
ダ
ン
テ
展
」
の
解
説
が
始
ま
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ェ
ー
リ
の
生
涯
を
、
前
掲
カ
タ
ロ
グ
中
の
エ
ス
ポ
ジ
ト
作
製

の
年
表
を
中
心
に
概
観
す
る
（
註
7
）
。

　
一
二
六
五
年
五
月
の
終
り
頃
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ボ
ル
タ
・
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ

区
に
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ェ
ー
リ
が
生
れ
た
。
父
は
二
代
ア
リ
ギ
ェ
ー
ロ
、
母
は
ベ

ル
ラ
。
高
貴
の
家
柄
で
は
あ
っ
た
が
、
既
に
没
落
と
も
い
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。

父
は
教
皇
派
に
属
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
小
貴
族
や
職
人
階
級
に
通
じ
る
傾
向
で

あ
っ
た
。

　
一
二
七
四
年
、
ダ
ン
テ
九
歳
の
時
、
八
歳
の
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
・
デ
ィ
・
フ
ォ

ル
コ
・
ポ
ル
テ
ィ
ナ
ー
リ
に
会
う
。
九
年
後
、
彼
女
に
再
会
し
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ

ェ
よ
り
優
し
く
挨
拶
さ
れ
る
。
彼
女
に
愛
情
を
感
じ
、
最
初
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
書

く
。

か
へ
り
ご
と

返
言
し
て
思
ひ
を
我
に
知
ら
せ
よ
と
て

　
わ
が
こ
の
言
の
葉
の
訪
れ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
び
こ
こ
ろ

　
す
べ
て
の
恋
ふ
る
魂
や
雅
心
に
幸
ひ
あ
れ
と

　
　
　
　
ダ
ン
テ
・
繹
這
空
比
較
論
序
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

　
そ
の
主
な
る
《
愛
）
の
名
に
よ
り
て
祈
ぐ
。

　
　
　
あ
ざ

熟
み
な
燦
や
か
な
る
時
の
間
の

　
み
つ
　
　
ひ
と
つ

　
三
の
一
ほ
ゴ
過
ぎ
し
こ
ろ

　
（
愛
》
ふ
と
わ
れ
に
現
れ
ぬ
、

　
そ
の
さ
ま
憶
ひ
出
つ
る
も
恐
ろ
し
。

（
愛
》
は
悦
べ
る
ご
と
く
に
見
え
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ひ
な

　
手
に
わ
が
心
あ
り
、
腕
に
は
織
物
に

　
裏
ま
れ
て
わ
が
淑
女
の
眠
れ
る
あ
り
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り
く
だ

か
く
て
呼
び
醒
し
つ
、
、
謙
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
り

　
こ
の
燃
ゆ
る
心
を
ば
、
罷
る
、
女
に
食
は
し
め
、

　
後
泣
い
て
去
り
行
け
り
。

（
山
川
丙
三
郎
訳
）
（
註
8
）

　
こ
の
ダ
ン
テ
の
最
初
の
詩
を
、
清
新
体
派
の
詩
人
グ
イ
ー
ド
・
カ
ヴ
ァ
ル
カ
ン

テ
ィ
（
註
9
）
は
美
事
だ
と
賞
し
た
と
い
う
。

　
一
二
九
〇
年
六
月
八
日
、
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
残
。
以
後
、
ダ
ン
テ
は
哲
学
に
慰

め
を
見
出
す
。

　
一
二
九
二
年
よ
り
九
三
年
に
か
け
て
≦
邸
Z
g
o
毒
（
「
新
生
」
）
を
完
成
。

　
し
か
し
ダ
ン
テ
と
い
う
人
物
に
は
文
学
の
才
能
の
他
に
政
治
的
才
能
が
あ
っ
た

と
み
え
、
党
派
争
い
の
激
し
い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
界
に
活
躍
の
場
を
見
出
し
て

い
っ
た
（
註
－
o
）
。
当
時
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
圧
え
て
い
た
教
皇
派
は
二
つ
に
分
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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這
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白
党
へ
b
u
冨
づ
。
ぼ
）
と
黒
党
（
Z
Φ
邑
を
名
の
っ
て
争
っ
て
い
た
（
読
1
1
）
。
ダ
ン
テ

は
白
鳳
に
属
し
た
。

　
一
二
九
六
年
五
月
よ
り
九
月
ま
で
ダ
ン
テ
は
財
政
を
審
議
す
る
百
人
評
議
会
の

一
員
で
あ
っ
た
。
＝
二
〇
〇
年
五
月
に
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
教
皇
派
を
強
化

す
る
た
め
の
大
使
と
し
て
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
同
年
⊥
ハ

月
十
五
日
よ
り
八
月
十
五
日
ま
で
プ
リ
オ
ー
レ
の
一
人
で
あ
っ
た
（
註
1
2
）
。

　
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
八
世
（
在
位
一
二
九
四
～
；
一
〇
三
）
は
、
　
フ
ラ
ン
ス
よ

り
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
ロ
ワ
を
招
き
、
そ
の
武
力
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
を
制

圧
し
よ
う
と
試
み
た
（
註
1
3
）
。
そ
こ
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
一
三
〇
一
年
の
秋
、
ダ
ン

テ
他
二
人
の
使
節
を
教
皇
庁
に
派
遣
し
、
黒
党
を
援
助
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
支
配

を
企
む
教
皇
庁
と
交
渉
さ
せ
た
。
十
二
月
一
日
、
シ
ャ
ル
ル
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に

入
り
、
黒
党
に
政
権
を
取
ら
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
デ
ス
タ

　
一
三
〇
二
年
、
一
月
二
十
七
日
、
長
官
の
名
に
よ
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
留
守
中
の

ダ
ン
テ
そ
の
他
四
名
に
罰
金
刑
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
為
、
三

月
十
日
、
永
久
追
放
に
処
せ
ら
れ
、
以
後
故
国
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
帰
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
＝
二
〇
四
年
よ
り
八
年
に
か
け
て
「
神
曲
・
地
獄
篇
」
「
俗
語
論
」
「
饗
宴
」
が

書
か
れ
た
。
＝
二
〇
七
年
よ
り
八
年
に
、
「
帝
政
論
」
も
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
（
註
1
4
）
。

　
＝
二
〇
八
年
～
一
二
年
、
「
神
曲
・
煉
獄
篇
」
が
執
筆
さ
る
。

　
一
三
一
〇
年
十
月
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
（
在
位
一
三
〇
八
～
一

．L
ノ＼

三
）
が
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
帝
権
回
復
を
目
的
に
進
軍
。
ダ
ン
テ
は
皇
帝
に
よ

る
全
イ
タ
リ
ア
統
一
を
夢
み
て
精
神
的
援
助
に
努
め
た
。
「
帝
政
論
」
は
こ
の
時

期
の
作
と
み
る
説
も
多
い
。
し
か
る
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
シ
ェ
ー
ナ
附
近
の
ブ
オ
ン

コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
に
て
＝
二
＝
二
年
八
月
二
十
四
日
急
逝
。
ダ
ン
テ
の
希
望
は
消
滅

し
た
。

　
＝
二
一
五
年
、
保
証
金
そ
の
他
の
方
法
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
帰
る
機
会
は
あ
っ

た
が
、
ダ
ン
テ
は
そ
れ
も
拒
否
し
て
放
浪
生
活
を
続
け
る
。

　
一
三
一
八
年
、
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
君
主
グ
ィ
ー
ド
・
ノ
ヴ
ェ
ル
ロ
・
ダ
・
ポ
レ
ン

タ
の
招
き
で
、
そ
の
地
に
移
る
。
今
や
名
声
を
得
て
い
た
ダ
ン
テ
は
、
ラ
ヴ
ェ
ン

ナ
で
厚
遇
さ
れ
、
始
め
て
安
住
の
地
を
見
つ
け
た
と
い
え
よ
う
。
＝
二
二
一
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
、
ア
へ
使
い
し
た
後
、
九
月
十
三
日
深
更
ま
た
は
十
四
日
の
暁
闇
、
熱
　
1

病
に
て
死
ぬ
。
五
十
六
歳
。
墓
は
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
教
会
の
側

ら
の
小
祠
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
「
神
曲
・
天
国
篇
」
は
＝
一
＝
六
年
よ
り
一
＝

年
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
さ
て
、
ダ
ン
テ
に
比
肩
す
べ
き
、
日
本
の
国
民
詩
人
は
誰
か
。
筆
者
は
回
避
空

の
名
を
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。
追
空
に
つ
い
て
は
語
る
前
に
、
次
の
詩
（
あ
る
い

は
長
歌
）
を
朗
読
し
て
戴
き
た
い
。

遠
野
物
語
（
註
1
5
）

大
正
の
三
と
せ
の
冬
の



凧
の
ふ
く
日
な
り
け
む
一
。

駿
河
壷
を
　
神
保
町
に
よ
こ
を
れ
て

入
り
來
る
あ
た
り
、

今
の
如
　
家
潔
か
ら
ず
。

町
虹
み
は
　
低
く
つ
ぐ
き
て
、

家
毎
に
物
買
ふ
聲
の
高
だ
か
と

道
に
響
き
し
一
。

あ
は
れ
　
そ
の
軒
陰
占
め
て
、

ホ
シ
ミ
セ
　
　
　
ユ
カ
　
　
ツ
ラ
ナ

露
店
ぞ
　
躰
を
列
並
め
、
町
尻
へ
遠
く
ひ
し
め
く
。

ふ
ら
ん
け
っ
と
赤
く
濁
れ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
へ

は
た
　
青
の
　
黄
に
槌
色
り
た
る

押
し
張
り
て
淋
を
く
み
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ミ

そ
の
う
へ
に
　
積
め
る
古
書
。

あ
る
群
れ
は
高
く
そ
、
り
て
、

あ
る
群
れ
は
低
く
な
び
き
て
、

ウ
ヅ
タ
カ

推
　
さ
　
塚
を
な
し
た
り
。

　
こ
れ
五
銭
　
そ
れ
ぞ
拾
銭

こ
、
も
と
は
拾
五
鏡
な
ど

　
　
　
　
ダ
ン
テ
・
繹
邉
空
比
較
論
序
説

お
の
も
ノ
＼
盛
り
て
わ
か
て
る
書
の
う
へ
に

薄
日
流
ら
へ
、

チ
マ
タ

街
風
　
沙
吹
き
こ
ぼ
す
。

沙
風
の
ひ
と
時
た
ゆ
み
、

　
　
　
　
　
サ

タ
つ
け
て
　
盗
え
つ
の
り
来
る

軒
の
端
の
　
一
つ
の
店
の
、

か
ん
て
ら
も
　
い
ま
だ
照
り
出
で
ず
　
ふ
す
ぶ
れ
る

油
煙
の
底
の
　
ほ
の
か
な
る
明
り
の
照
り
に
、

我
は
も
よ
　
見
い
で
た
り
け
り
。

　
　
　
　
ウ
ヅ
タ
カ
ラ

こ
れ
の
世
の
珍
寳

　
　
　
　
チ
　
　
ワ

我
が
爲
の
道
別
き
の
ふ
み
一
。

　
握
り
も
つ
白
銅
ひ
と
つ

ア
キ
　
　
　
　
　
　
ア
タ
ヒ

商
び
と
に
償
と
く
れ
て

ク
ル
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

狂
し
き
人
　
と
か
見
ら
む
あ
き
人
の
　
心
も
覧
ら
ず

　
ワ
、
．
、

　
書
［
塚
の
中
な
る
一
つ

　
ツ
　
　
　
キ
　
イ
ロ

　
桃
花
鳥
色
に
匂
へ
る
も
の
を
、

　
取
り
奪
ひ
逃
ぐ
る
が
如
く
、

町
角
に
來
た
り
し
時
に
、

が
す
燈
の
も
と
に
俘
み
、
と
ゴ
う
け
る
胸
う
ち
鎭
め
、

七
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ダ
ン
テ
・
粋
追
空
比
較
論
序
説

と
り
出
で
、
　
ね
も
ご
ろ
　
我
が
見
つ
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ナ

清
か
り
し
表
紙
や
つ
れ
て
、
書
の
背
ま
ろ
く
ず
れ
た
り
。

シ
カ然

は
あ
れ
ど
、
目
に
し
む
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
テ

う
ち
開
く
ぺ
い
じ
の
面

つ
し
ゃ
か
に
お
し
た
る
活
字
。

そ
の
文
字
の
落
ち
居
の
よ
さ
や
一
。

文
字
と
文
字
　
さ
や
か
に
か
な
ひ
、

　
く
だ
り
く
清
く
流
れ
ぬ
。

何
慮
な
る
　
誰
と
ふ
人
の

讃
み
ふ
る
す
書
に
か
　
あ
ら
む

持
ち
出
で
㌧
、
か
く
　
責
る
べ
し
や
一
。

末
ず
ゑ
は
、
ぺ
い
じ
も
裁
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ラ

　
さ
な
が
ら
に
お
き
し
幾
枚
。

オ
ヨ
ビ

指
も
て
我
は
哉
り
つ
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ラ

　
　
立
ち
な
が
ら
護
め
り
i
幾
枚
。

　
　
　
　
ウ
ヅ
シ
ホ

　
喜
び
は
渦
汐
な
し
て
　
う
つ
そ
み
の

　
風
の
音
の
　
遠
野
物
語
。

東
京
に
佗
び
つ
玉
住
め
ば
、

比
ゆ
す
り
ぬ
一
。

　
シ
ク
ヘ
ヘ
　
　
コ
ホ

　
頻
々
に
懸
し
　
ふ
る
里
。

明
日
も
か
も
　
國
に
還
ら
む
。

今
日
ら
も
や
　
親
は
待
つ
ら
む
。

か
に
か
く
に
思
ひ
惑
ひ
し
そ
の
か
み
は

昔
べ
そ
苦
し
が
り
け
る
。

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
を
な
か
ら
　
五
鏡
が
ぜ
に
と

ア
ザ辱

む
人
あ
ら
ば
名
の
ら
せ
。

乏
し
ら
の
鏡
の
中
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ミ

我
が
愚
む
師
の
つ
く
り
書

買
ひ
得
た
る
我
が
喜
び
を

そ
し
る
人
．
も
し
世
に
あ
り
ゃ
一
。

い
ぶ
せ
か
り
し
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ

物
語
書
か
し
㌧
大
人
の
み
面
す
ら

い
ま
だ
知
ら
ず
て
、
お
も
か
げ
に
懇
ひ
け
る
時
に
、

ゆ
く
り
な
く
我
が
え
し
　
み
書
、

膝
に
お
き
　
つ
く
ゑ
に
伏
せ
て

ナ
ゲ
キ

歎
息
せ
し
こ
と
そ
　
幾
た
び
一
。

ハ
ヤ
チ
　
ネ

早
池
峰
の
雲
と
そ
＼
り
て
、

サ
ル
　
　
イ
シ
　
　
タ
ギ

猿
介
石
の
端
ち
と
深
く

　
　
　
　
　
ノ
ゾ
　
　
　
　
　
シ

仰
ぎ
見
も
、
傭
み
も
及
か
ね
一
。

八
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サ
ン
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
へ

三
分
し
ん
の
ら
ん
ぷ
掻
上
げ
て
、

さ
夜
深
く
讃
み
立
つ
聲
の
　
わ
が
聲
を

シ
マ
ヘ
へ

屡
々
ひ
そ
め
、

若
け
れ
ば
、
涙
た
り
け
り
。
遠
野
物
語
の
う
へ
に

反
　
　
歌

も
の
が
た
り
　
あ
は
れ
に
告
げ
し

て
聞
え
ず
。
そ
の
こ
わ
ね
す
ら

遠
野
び
と
過
ぎ

　
一
読
、
そ
の
調
子
の
雄
渾
さ
に
魅
せ
ら
れ
ぬ
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
柿

本
人
心
と
激
賞
さ
れ
て
い
る
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
（
註
1
6
）
。

　
「
遠
野
物
語
」
は
『
古
代
感
愛
集
』
の
中
の
一
篇
で
あ
る
。
こ
の
書
は
詩
集
か
、

は
た
ま
た
長
歌
集
か
、
ひ
と
は
迷
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
俳
句
も
詩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ダ
イ
カ
ン
ナ
イ
シ
フ

短
歌
も
詩
な
ら
、
長
歌
も
ま
た
詩
で
あ
る
。
詩
集
『
古
代
感
愛
集
』
（
一
九
四
七
年

初
版
）
（
註
F
）
は
、
　
日
本
近
代
詩
の
概
念
を
越
え
た
所
に
位
置
す
る
の
で
、
い
ま
だ

に
近
代
詩
の
歴
史
の
中
で
は
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
詩
壇
よ
り
は
「
長
歌

集
」
と
、
歌
壇
よ
り
は
「
詩
集
」
と
見
な
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
外
と
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
註
1
8
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
く
ち
よ
う
く
う
　
を
り
く
ち
し
の
ぶ

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
繹
七
堂
・
折
口
信
夫
（
一
八
八
七
～
一
九
五
八
）
と
い
う
人

物
を
規
定
す
る
語
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歌
人
、
詩
人
、
国
文
学
者
、
民

ダ
ン
テ
・
稗
遭
空
比
較
論
序
説

俗
学
者
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
分
野
で
も
超
一
流
で
あ
る
。
そ
の
上
、
小
説
『
死

者
の
書
』
（
一
九
四
三
年
初
版
）
は
日
本
の
近
代
小
説
の
枠
を
は
み
出
し
て
、
　
独
自

の
位
置
で
光
を
放
っ
て
い
る
。

　
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ェ
ー
リ
は
『
神
曲
』
に
自
己
の
世
界
観
、
歴
史
観
、
古
典
の

教
養
な
ど
、
全
て
を
投
入
し
、
類
い
ま
れ
な
る
美
の
世
界
を
現
出
し
た
所
に
国
民

詩
人
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
も
『
神
曲
』
を
イ
タ
リ
ア
語
で
書
い

た
こ
と
に
よ
り
、
現
代
イ
タ
リ
ア
語
の
祖
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
繹
這
空
の
『
死
者
の
書
』
は
小
説
で
あ
り
、
か
つ
散
文
詩
で
あ
る
。
そ
こ
に
這

空
は
自
己
の
学
問
を
全
て
投
入
し
、
中
将
姫
伝
説
を
基
盤
と
し
て
、
天
平
の
世
を

再
現
し
た
。
更
に
『
死
者
の
書
』
『
古
代
感
愛
集
』
に
続
く
『
近
代
悲
傷
集
』
が

あ
る
。
日
本
語
の
美
し
さ
の
極
致
が
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
存
在
す
る
と
筆
者
は
思

兎
こ
れ
ら
の
書
と
ダ
ン
テ
の
『
新
生
』
『
神
曲
』
と
の
対
比
こ
そ
・
筆
者
の
目
捌

ざ
す
所
で
あ
る
が
、
次
回
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
　
こ
こ
で
は
先
程
の
　
「
遠
野
物

語
」
と
這
空
の
生
涯
に
触
れ
る
こ
と
で
序
論
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
や
な
ぎ
た
く
に
を

　
柳
田
國
男
（
一
八
七
五
～
一
九
⊥
ハ
ニ
）
の
『
遠
野
物
語
』
（
一
九
一
〇
年
初
版
）
が
日

本
民
俗
学
の
出
発
を
告
げ
る
記
念
す
べ
き
書
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ
ろ

う
。
明
治
四
十
三
年
六
月
、
東
京
、
急
熱
堂
よ
り
三
百
五
十
部
の
限
定
出
版
が
な

さ
れ
た
。
遠
野
出
身
の
佐
々
木
喜
善
（
一
八
八
六
～
一
九
三
三
）
よ
り
の
聞
き
書
き

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
柳
田
は
稀
代
と
も
い
う
べ
き
名
文
で
も
っ
て
、

学
問
と
芸
術
を
融
合
し
た
書
を
世
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

九



ダ
ン
テ
・
繹
沼
空
比
較
論
序
説

　
「
昨
年
八
月
の
末
自
分
は
遠
野
郷
に
遊
び
た
り
。
花
巻
よ
り
十
鯨
里
の
路
上
に

　
は
町
場
三
ケ
所
あ
り
。
其
他
は
唯
青
き
山
と
原
野
な
り
。
人
煙
の
稀
少
な
る
こ

　
と
北
海
道
石
狩
の
平
野
よ
り
も
甚
だ
し
。
…
…
猿
ケ
石
の
渓
谷
は
土
肥
え
て
よ

　
く
拓
け
た
り
。
路
傍
に
石
塔
の
多
き
こ
と
諸
國
其
比
を
知
ら
ず
。
高
塵
よ
り
展

　
望
す
れ
ば
早
稻
正
に
熟
し
晩
稻
は
花
盛
に
て
水
は
悉
く
落
ち
て
川
に
在
り
。
…

　
…
天
神
の
山
に
は
祭
あ
り
て
獅
子
踊
あ
り
。
慈
に
の
み
は
輕
く
射
た
ち
紅
き
物

　
柳
か
ひ
ら
め
き
て
一
村
の
緑
に
映
じ
た
り
。
獅
子
踊
と
云
ふ
は
鹿
の
舞
な
り
。

　
鹿
の
角
を
附
け
た
る
面
を
被
り
童
子
五
六
人
剣
を
抜
き
て
之
と
共
に
舞
ふ
な

　
り
。
笛
の
調
子
高
く
歌
は
低
く
し
て
側
に
あ
れ
ど
も
聞
き
難
し
。
日
は
傾
き
て

　
風
吹
き
醇
ひ
て
人
呼
ぶ
者
の
聲
も
淋
し
く
女
は
笑
ひ
兇
は
走
れ
ど
も
猶
旅
愁
を

　
奈
何
と
も
す
る
能
は
ざ
り
き
。
」
（
初
版
序
文
よ
り
）

　
そ
の
名
文
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
遠
野
物
語
』
に
は
、
家
の
神
、

山
の
神
、
天
狗
、
山
男
、
神
獣
し
の
話
な
ど
が
語
ら
れ
る
が
、
日
本
民
俗
学
は
単

な
る
趣
味
の
学
問
で
は
な
い
。
常
民
の
習
俗
、
伝
承
を
通
し
て
生
活
の
古
典
を
知

り
、
引
い
て
は
常
民
を
幸
福
に
す
る
為
の
「
新
国
学
」
で
あ
る
こ
と
を
了
承
し
て

戴
き
た
い
と
思
う
（
註
1
9
）
。

　
さ
て
、
繹
這
空
・
折
口
信
夫
は
柳
田
國
男
を
師
と
仰
ぎ
、
民
俗
学
の
方
法
を
国

文
学
に
導
入
し
て
い
わ
ゆ
る
折
口
学
と
い
う
学
問
体
系
を
創
出
し
た
。
柳
田
の
方

法
が
現
在
よ
り
過
去
へ
さ
か
上
っ
て
い
く
の
に
対
し
、
折
口
は
過
去
よ
り
現
在
に

下
っ
て
来
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
の
で
、
両
者
は
師
弟
で
あ
り
な
が
ら
、
か
つ

独
立
独
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
註
2
0
）
。

一
〇

　
し
か
し
な
が
ら
、
青
年
折
口
が
『
遠
野
物
語
』
を
入
手
し
た
喜
び
は
長
歌
「
遠

野
物
語
」
で
よ
く
う
た
わ
れ
て
い
る
。
　
一
九
三
五
年
目
昭
和
一
〇
）
『
遠
野
物
語
』

が
「
拾
遺
」
を
加
え
て
再
刊
さ
れ
た
時
、
折
口
信
夫
は
後
記
を
書
い
て
、
師
の
還

暦
記
念
出
版
を
祝
っ
た
（
註
2
1
）
。

＊

＊

＊

　
繹
避
空
・
折
口
信
夫
は
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
二
月
十
一
日
、
大
阪
府
西

成
冷
遇
津
村
市
場
筋
（
現
、
大
阪
市
浪
速
区
鴎
町
一
丁
目
）
に
、
医
と
薬
種
を
業
と

す
る
家
の
五
男
と
し
て
生
れ
た
。
幼
時
よ
り
国
文
学
へ
の
想
い
あ
り
。
大
阪
府
立

天
王
寺
中
学
校
を
経
て
国
学
院
大
学
に
進
む
。
　
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
七
月

に
卒
業
し
て
大
阪
に
帰
る
。
翌
年
十
一
月
、
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
の
嘱
託
教
員
　
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

と
し
て
第
四
期
生
に
国
語
、
漢
文
、
第
五
期
生
に
国
語
を
教
え
る
（
註
2
2
）
。

　
一
九
コ
一
年
（
大
正
二
）
三
月
、
柳
田
國
男
は
民
俗
学
研
究
の
機
関
誌
『
郷
土

研
究
」
を
創
刊
。
折
口
信
夫
は
「
三
郷
巷
談
」
な
る
故
郷
木
津
の
習
俗
を
中
心
と

し
た
報
告
を
寄
せ
る
（
註
箏
。
同
年
十
二
月
、
折
ロ
の
報
告
が
『
郷
土
研
究
』
に
載

る
。　

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
三
月
、
教
師
の
職
を
辞
し
て
上
京
。
折
丁
の
あ
と
を

追
っ
て
今
宮
中
学
第
四
期
生
数
名
も
上
京
し
、
東
京
帝
国
大
学
赤
門
前
の
下
宿
屋

昌
平
館
に
同
居
し
た
。
そ
の
中
か
ら
大
成
し
た
人
に
天
文
学
者
萩
原
雄
祐
（
註
2
4
）
が

い
る
。
ま
た
鈴
木
金
太
郎
（
註
％
）
は
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
ま
で
独
身
の
折
口
を

助
け
て
折
口
家
の
し
ま
り
を
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
年
、
大
正
三
年
の
冬
の
一
日
差
稀
襯
本
『
遠
野
物
語
』
を
神
田
の



露
店
で
求
め
、
民
俗
学
へ
の
傾
斜
を
強
め
る
。
そ
し
て
、
の
ち
、
「
遠
野
物
語
」

な
る
長
歌
を
生
む
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
、
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
十
月
号
に
「
切
火
評
論
」
が
掲
載

さ
る
。
以
後
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
歌
人
た
ち
と
の
交
流
が
し
げ
く
な
る
。
歌
人
繹
這
空

と
し
て
の
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
年
に
初
め
て
柳
田
國

男
に
会
っ
た
。

　
一
九
工
ハ
年
（
大
正
七
）
、
定
職
の
な
か
っ
た
折
口
は
い
よ
い
よ
窮
迫
囲
し
た

が
、
友
人
武
田
祐
吉
の
勧
め
で
萬
葉
集
の
口
訳
を
始
め
る
。
同
年
九
月
、
国
文
口

訳
叢
書
の
第
三
巻
と
し
て
『
萬
葉
集
』
上
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
『
口
澤
萬
葉
集
』

と
し
て
、
今
も
親
し
ま
れ
て
い
る
（
註
2
6
）
。

　
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
一
月
、
国
学
院
大
学
講
師
と
な
る
。
長
い
不
遇
時
代

が
終
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
時
に
数
え
年
三
十
三
歳
。
折
口
が
国
学
院
に
職
を
得
る

た
め
に
は
、
国
語
学
の
師
三
矢
重
松
（
一
八
七
一
～
一
九
二
四
）
の
援
助
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　
民
俗
学
の
師
柳
田
國
男
は
、
　
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
九
州
・
沖
縄
に
旅
行
し

「
海
南
小
記
」
と
い
う
紀
行
文
を
朝
日
新
聞
に
連
載
（
註
2
7
）
。
折
ロ
は
一
九
二
一
年

（
大
正
一
〇
）
七
月
よ
り
八
月
に
か
け
て
沖
縄
に
渡
る
。
　
そ
の
地
に
古
代
の
日
本

が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
学
問
領
域
を
広
げ
る
。
同
年
九
月
三
十
日
、
国

学
院
大
学
教
授
に
昇
進
。

　
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
七
月
十
七
日
、
　
三
矢
重
松
残
。
　
三
矢
を
深
く
敬
慕

し
た
折
口
は
、
「
三
矢
重
松
先
生
一
年
祭
々
文
」
に
始
ま
り
、
歌
碑
除
幕
式
、
二

ダ
ン
テ
・
繹
這
空
比
較
論
序
説

十
年
祭
、
二
十
五
年
祭
、
三
十
年
祭
の
祝
詞
を
書
い
た
（
註
2
8
）
。
特
に
三
十
年
祭
は

折
口
信
夫
が
病
残
し
た
一
九
五
三
年
の
十
月
十
七
日
置
鶴
岡
市
春
日
神
社
境
内
の

三
矢
重
松
歌
碑
の
前
で
執
り
行
な
わ
れ
た
。
折
口
は
「
死
の
床
」
に
い
な
が
ら
、

最
後
ま
で
祭
文
の
推
敲
を
し
て
い
た
と
い
う
（
群
2
9
）
。

　
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
、
歌
人
古
泉
千
樫
の
勧
め
で
『
日
光
』
同
人
と
な

り
、
創
刊
号
に
「
日
本
文
学
の
発
生
」
を
掲
載
。

　
一
九
二
八
年
置
昭
和
三
）
四
月
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
。
し
か

し
国
学
院
は
折
口
を
離
さ
ず
、
国
学
院
大
学
教
授
の
肩
書
き
も
そ
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。　

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
四
月
、
大
著
『
古
代
研
究
」
民
俗
学
篇
1
及
び
国
文

学
篇
が
刊
行
さ
れ
た
。
翌
年
六
月
に
出
さ
れ
た
民
俗
学
篇
2
と
合
わ
せ
て
、
折
口

ア

几

、
　
尋

　
　
　
ム
　
あ

　　

h
　
　
戦
蝉

．
旧
識

　
＾
　
輪

　
，
驚

」
亭

　
汐
働
欝
・
ご
蓼
毒
、
爵
議

．
、
響
㍗
、
騰
繕
講
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
ゴ
　
キ
ァ

蕊
帯
天
授
蕪
編
年

撃
驚
驚
．
婁
尋
・
轟

進
運
・
馨
残
嚢
警
毒
達
筆
灘

　　

@
慰
母

，
魯
、
％

　「古代研究」民俗学篇1のブックケース。

　昭和4年4月発行
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轟

き
b
夢

勧

縫。．

曳

雅

　州．　　翠

　　　　謡
㌶膳
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婚
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　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　毒　　　　　　　　　　　　tit一一．
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　「死者の書」初版青磁社本表紙
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　りが白地の表紙に貼付されている。

　昭和18年9月発行

古
代
学
と
称
す
べ
き
新
し
い
学
問
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。
一
応
、
民
俗
学
篇
と
国

文
学
篇
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
民
俗
学
は
国
文
学
に
、
国
文
学
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
し
ろ

民
俗
学
に
援
用
さ
れ
て
折
ロ
語
彙
と
も
い
う
べ
き
「
水
の
女
」
「
神
の
依
代
」
「
萬

葉
び
と
」
な
ど
の
学
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
国
文
学
の
発
生
」
論
は
生

涯
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。
天
性
の
鋭
い
直
観
が
、
事
の
本
質
を
見
分
け
て
い
く

の
で
あ
る
。

　
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
三
月
、
『
古
代
研
究
』
の
中
の
萬
葉
集
を
め
ぐ
る
論

考
が
認
め
ら
れ
、
文
学
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
数
年
間
は
、
学

問
、
芸
術
、
生
活
が
安
定
し
、
幸
福
な
一
時
期
を
過
し
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
戦
争
の
影
響
は
次
第
に
折
ロ
信
夫
の
生
活
に
暗
影
を
投
じ
て
行
く
。

　
一
九
三
九
年
（
昭
和
↓
四
）
一
月
、
「
死
者
の
書
」
第
一
回
を
『
日
本
評
論
』
に

掲
載
。
引
き
続
き
二
月
、
三
月
号
に
続
篇
を
発
表
。

一
二

　
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
。

　
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
九
月
『
死
者
の
書
』
を
青
磁
社
よ
り
出
版
。

　
鈴
木
金
太
郎
が
大
阪
へ
帰
っ
た
の
ち
、
ひ
と
り
折
ロ
家
に
残
っ
て
師
の
世
話
を

し
て
い
た
の
は
、
能
登
一
ノ
宮
出
身
の
藤
井
春
洋
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
応
召
さ

れ
、
軍
役
に
服
し
た
が
、
こ
の
年
の
九
月
、
戦
い
た
け
な
わ
な
る
時
に
金
沢
の
連

隊
に
入
隊
し
た
。
　
翌
年
（
昭
和
一
九
）
七
月
、
硫
黄
島
に
着
任
。
　
七
月
二
十
一

日
、
柳
田
國
男
、
鈴
木
金
太
郎
を
保
証
人
と
し
て
藤
井
春
洋
を
養
子
入
籍
。
　
「
折

口
」
の
印
鑑
を
現
地
に
送
る
。

　
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
、
三
月
一
日
、
硫
黄
島
の
日
本
軍
全
滅
。
三
十
一

日
、
全
員
玉
砕
と
の
大
本
営
発
表
あ
り
。
後
継
ぎ
と
た
の
む
子
を
戦
争
で
失
っ
た

折
口
晩
年
の
苦
悩
が
こ
こ
に
始
ま
る
。

　
八
月
十
五
日
、
終
戦
の
詔
勅
下
る
。

　
　
　
昭
和
熟
年
八
月
十
五
日
、
正
坐
し
て
（
註
鈴
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
コ
ト

　
大
君
の
宣
り
た
ま
ふ
べ
き
詔
旨
か
は
一
。
然
る
み
こ
と
を
　
わ
れ
聴
か
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
コ
ト

　
載
ひ
に
果
て
し
わ
が
子
も
　
聴
け
よ
か
し
一
。
か
な
し
き
詔
旨
　
く
だ
し
賜
ぶ

な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ト
　
　
　

ナ
ミ
ダ

　
大
君
の
　
民
に
む
か
ひ
て
　
あ
は
れ
よ
と
宣
ら
す
詔
旨
に
　
涕
噛
み
た
り

　
戦
後
の
折
ロ
信
夫
の
生
活
は
寂
し
か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
「
近
代
悲
傷
集
」

　
（
『
人
間
」
昭
和
二
十
一
年
二
月
号
）
の
名
詩
が
生
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
（
註
3
1
）
。

　
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
『
人
間
』
　
一
月
号
～
三
月
号
に
「
豆
本
文
學
の
発

生
」
を
発
表
。
十
月
「
日
本
文
學
の
発
生
序
説
」
を
刊
行
。
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一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
七
月
七
日
、

建
立
、
除
幕
式
を
と
り
行
な
う
。

も
っ
と
も
苦
し
き

　
　
た
＼
か
ひ
に

最
く
る
し
み

　
　
死
に
た
る

む
か
し
の
陸
軍
中
尉

　
　
折
口
春
洋

　
　
　
な
ら
び
に
そ
の

　
　
　
　
父
　
　
信
夫

の
墓

能
登
一
ノ
宮
に
折
口
春
洋
の
墓
碑
を

　
一
九
五
二
年
（
昭
二
七
）
九
月
に
軽
い
脳
溢
血
の
如
き
発
作
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
胃
癌
と
関
係
な
か
っ
た
の
か
。
翌
年
（
昭
和
二
八
）
七
月
よ
り
八
月
に
か
け
て

箱
根
に
滞
在
し
た
が
、
健
康
と
み
に
す
ぐ
れ
ず
。

　
八
月
二
十
九
日
、
山
を
下
る
。
三
十
一
日
、
慶
応
病
院
に
入
院
。
九
月
二
日
、

胃
癌
と
診
断
。
三
日
、
午
後
一
時
十
一
分
永
眠
。
享
年
六
十
八
歳
。

　
十
二
月
十
三
日
、
能
登
の
父
子
墓
に
遺
骨
を
埋
葬
。
大
阪
木
津
願
泉
寺
の
累
代

之
墓
に
も
分
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

ダ
ン
テ
・
繹
辺
空
比
較
論
序
説

　
上
来
、
述
べ
て
来
た
こ
と
に
対
し
、
繹
這
空
・
折
口
信
夫
を
過
大
評
価
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
す
る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
筆
者
は
同
時
代
の
詩
人
佐
藤
春
夫
（
一
八
九
二
～
一
九
六
四
）
が
、
選
空

逝
去
の
三
年
前
に
最
高
と
も
い
う
べ
き
評
価
を
与
え
て
い
る
証
跡
を
挙
げ
て
稿
を

終
る
。

　
『
鑑
賞
揺
情
名
詩
選
』
は
佐
藤
春
夫
、
島
田
謹
二
、
吉
田
精
一
の
共
著
で
、
昭

和
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
、
天
明
社
の
発
行
で
あ
る
。
訳
詩
集
「
於
母
影
」
に

始
ま
り
、
明
治
よ
り
大
正
、
昭
和
に
至
る
代
表
的
揺
情
詩
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
紹
介
さ
れ
る
詩
人
が
繹
造
空
で
あ
り
「
猫
逸

に
は
生
れ
ざ
り
し
も
」
と
「
葎
」
の
二
つ
の
詩
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
天
明

社
本
の
全
文
を
掲
げ
（
註
3
2
）
、
佐
藤
春
夫
の
解
説
を
全
部
掲
載
す
る
。

濁
逸
に
は
生
れ
ざ
り
し
も
（
註
3
3
）

あ
は
れ
　
我
が
め
つ
る

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
シ
フ

　
　
　
　
り
る
け
の
集
i
。

　
ひ
と
の
集
ゆ
ゑ
に
　
悔
い
な
く
て

　
我
は
　
読
み
け
り
一

こ
の
年
の
　
い
た
る
ま
で
一
。

こ
の
年
に
し
て
、
な
ほ
た
の
し

一
三
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ダ
ン
テ
・
輝
這
空
比
較
論
序
説

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
り
る
け
の
集
。

ひ
と
の
集
の
よ
ろ
し
さ
一
。

悲
し
め
ど
、
悲
し
み
淡
く

よ
ろ
こ
べ
ど
、
む
さ
ぼ
る
こ
と
な
し
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

若
き
日
の
ぼ
へ
み
や
を
　
悲
し
め
る

歌
こ
そ
は
　
あ
は
れ
な
れ
一
。

　
　
　
フ
　
　
　
　
　
コ
　
ダ

　
屡
の
原
に
　
木
立
ち
ま
じ
り

　
風
車
　
青
空
に
め
ぐ
る

　
　
あ
》
音
や
。
時
過
ぎ
て
な
ほ
聞
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ニ
ナ
カ

　
　
　
見
わ
た
し
の
二
塁
は

　
　
オ
モ
カ
ゲ

　
　
髪
髭
に
　
人
を
実
か
し
む
。

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ど
い
つ
に
は
生
れ
ざ
り
し
も

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
我
は
知
る
。
り
る
け
の
愁
ひ
一
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
我
は
知
る
。
り
る
け
の
思
ひ
得
ざ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ト

　
　
ち
え
こ
、
す
ら
ば
き
や
人
の

　
　
と
こ
し
へ
な
る
歎
き
を
一

葎
爺
34

　
　
　
　
　
ユ
フ
べ

し
つ
か
な
る
夕
に
　
出
で
て
、

ほ
の
か
な
る
道
を
　
往
き
來
す
。

か
そ
か
な
る
も
の
　
來
寄
り
て
、

　
我
が
肩
に
　
ふ
れ
つ
つ
過
ぎ
ぬ
一
。

一
四

わ
が
耳
や
　
何
を
か
聞
き
し
一
。

我
が
心
知
ら
ぬ
　
こ
と
ば
を

さ
さ
や
き
て
　
も
の
ぞ
去
り
に
し
。

　
し
っ
か
な
る
ゆ
ふ
べ
の
道
に

　
　
　
ム
グ
ラ

　
か
な
葎
一
つ
穂
を
揺
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
以
下
、
佐
藤
春
夫
の
解
説
。
同
書
二
六
〇
頁
～
二
六
二
頁
）

濁
逸
に
は
生
れ
ざ
り
し
も
　
葎
　
　
繹
遣
空
（
一
Q
。
。
。
『
一
　
）

　
近
代
濁
逸
の
最
も
異
色
あ
る
詩
人
ラ
イ
ネ
ル
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
は
こ
の
詩

人
愛
讃
年
久
し
い
も
の
と
見
え
る
。
年
久
し
き
に
渉
る
の
は
「
ひ
と
の
集
ゆ
ゑ
」

で
そ
れ
に
封
し
て
何
の
責
任
も
悔
恨
も
覧
え
ず
下
め
る
か
ら
で
あ
る
。
老
に
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

つ
て
も
飽
き
な
い
の
は
「
悲
し
み
て
、
悲
し
み
淡
く
　
喜
べ
ど
遡
る
こ
と
な

し
」
彼
の
詩
人
の
大
雅
の
旨
に
か
な
ひ
て
ゆ
か
し
い
事
を
の
べ
、
そ
の
作
の
一

例
と
し
て
若
き
日
の
ボ
ヘ
ミ
ヤ
を
悲
し
め
る
歌
を
墨
げ
た
。
「
婆
の
原
に
　
木

立
ち
ま
じ
り
　
風
車
　
青
空
に
め
ぐ
る
」
大
き
な
風
景
を
油
給
の
や
う
に
色
あ

ざ
や
か
に
一
筆
に
描
き
出
し
た
。
適
切
な
場
所
に
あ
る
「
青
空
」
の
一
語
の
た

め
に
丘
の
萎
生
の
黄
ば
ん
だ
さ
ま
や
木
立
の
み
ど
り
な
ど
目
に
見
え
る
。
「
あ



＼
音
や
。
時
過
ぎ
て
な
ほ
　
聞
え
」
に
深
い
感
情
を
こ
め
て
「
人
を
累
か
し

む
」
の
概
念
的
に
率
直
な
句
を
眞
實
に
力
づ
け
て
み
る
。
「
髪
髭
に
」
を
オ
モ

カ
ゲ
に
と
讃
ま
せ
て
ま
の
あ
た
り
に
浮
び
來
る
の
意
味
に
用
み
た
の
も
國
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん

た
の
し
い
簡
潔
な
表
現
で
心
に
く
い
。
こ
の
あ
た
り
が
こ
の
詩
の
所
謂
眼
で
、

詩
情
を
こ
こ
に
盛
り
あ
げ
て
み
る
。
全
篇
淡
々
と
歌
ひ
下
り
歌
ひ
去
っ
て
、
何

の
奇
を
も
弄
せ
ぬ
言
葉
の
う
ち
に
湛
え
ら
れ
た
思
は
潮
の
満
ち
て
く
る
や
う
に

人
の
心
を
高
め
る
。
ゆ
た
か
に
ゆ
か
し
い
し
ら
べ
と
眞
率
直
載
に
の
っ
ぴ
き
な

ら
ぬ
句
法
の
賜
で
あ
る
。
今
ま
で
に
こ
の
や
う
な
簡
潔
な
手
法
を
志
し
た
人
が

無
い
で
は
な
か
っ
た
が
こ
の
作
者
の
や
う
に
あ
ざ
や
か
に
成
功
し
た
例
は
勘

い
。
そ
の
古
風
な
言
葉
つ
か
ひ
に
か
へ
っ
て
ハ
イ
カ
ラ
な
と
さ
へ
言
ひ
た
い
清

新
の
趣
の
横
浴
す
る
の
は
決
し
て
リ
ル
ケ
や
ボ
ヘ
ミ
ヤ
の
せ
い
で
は
な
い
の
は

「
葎
」
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
葎
」
静
か
な
夕
か
た
心
さ
び
し
さ
に
堪
へ
で
外
に
出
て
草
む
ら
の
な
か
の

あ
る
か
無
い
か
の
細
脛
を
（
ほ
の
か
な
る
道
）
を
往
つ
た
り
來
た
り
し
て
ゐ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
。
さ
び
し
さ
が
た
や
す
く
ま
ぎ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ふ
と
何
や
ら
自
分
の

肩
に
さ
は
っ
て
何
か
囁
い
た
者
が
あ
っ
た
。
ふ
り
か
へ
っ
て
見
る
と
、
か
な
葎

（
秋
、
黄
色
な
花
の
籏
出
す
る
蔓
性
の
桑
科
の
一
年
生
の
草
）
の
穂
（
洗
出
し

た
花
）
が
一
つ
ゆ
れ
て
み
た
。
と
い
ふ
唯
そ
れ
だ
け
の
事
で
あ
る
。
（
傍
嵩
は

詩
句
の
な
か
の
含
み
を
蛇
足
し
て
み
た
。
）
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
で
あ
る
が
、

詩
の
内
容
は
こ
れ
だ
け
の
感
動
で
十
分
で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
の
一
嵩
に
よ
っ

て
人
間
と
自
然
と
の
古
の
ま
ま
の
親
し
み
が
も
の
の
見
事
に
も
た
ら
さ
れ
蹄
つ

ダ
ン
テ
・
繹
沼
空
比
較
論
序
説

た
や
う
な
幽
玄
な
が
ら
健
康
な
詩
情
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
る
。
妙
は
簡
古
朴
實
の

間
に
あ
っ
て
、
新
ら
し
い
幽
玄
の
門
に
「
わ
が
耳
や
　
何
を
か
聞
き
し
一
わ

が
心
知
ら
ぬ
　
こ
と
ば
を
　
さ
さ
や
き
て
　
も
の
ぞ
去
り
に
し
」
の
あ
た
り
に

開
か
れ
て
る
る
ら
し
い
が
こ
れ
以
上
の
、
い
や
こ
れ
だ
け
の
解
説
さ
へ
既
に
有

害
無
益
で
あ
る
。
改
め
て
ひ
と
り
再
讃
三
讃
し
て
こ
の
詩
の
奥
行
を
さ
ぐ
り
自

ら
會
得
す
べ
き
で
あ
る
。
自
ら
悟
ら
ざ
れ
ば
遂
に
説
得
し
能
は
ぬ
。
思
ふ
に
そ

れ
は
鴫
立
つ
澤
の
秋
の
夕
ぐ
れ
な
ど
に
類
す
る
こ
こ
ろ
を
近
代
的
に
捕
捉
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
純
財
産
の
優
良
な
象
徴
詩
と
吊
す
べ
き
劃
時
代
的
産
物
と
思

ふ
。
余
は
日
本
人
だ
か
ら
日
本
の
詩
情
を
喜
び
、
近
代
に
生
き
て
み
る
か
ら
近

代
的
な
捕
捉
に
同
感
し
敬
意
を
表
す
る
。
我
國
の
最
新
の
詩
境
最
高
の
詩
技
の

一
つ
で
あ
る
。

　
少
し
長
く
は
あ
る
が
、
今
は
絶
版
と
な
っ
て
容
易
に
読
む
こ
と
が
出
来
ぬ
貴
重

な
資
料
と
し
て
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
「
人
、
人
を
知
る
」
と
い
う

言
葉
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
文
章
と
い
え
よ
う
。
我
々
は
佐
藤
の
解
説
を
読

ん
だ
上
で
、
這
空
の
二
詩
を
「
再
読
、
三
略
」
す
れ
ば
、
清
雅
の
境
に
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
年
（
【
九
八
三
年
）
は
折
口
信
夫
残
後
三
十
年
に
当
る
。
　
四
年
後
、
　
一
九
八

七
年
に
は
繹
．
這
空
・
折
口
信
夫
生
誕
百
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
物
の
み
が
永
遠
の
命
を
保
つ
。
既
に
昨
昭
和
五
十
七
年
四
月
よ
り
、
第
四
次

の
折
口
信
夫
全
集
が
中
央
公
論
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
生
誕
百
周
年

一
五
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ダ
ン
テ
・
繹
這
空
比
較
論
序
説

一
六

の
年
に
は
、
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ェ
ー
リ
の
如
き
国
家
が
主
催
す
る
祝
典
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
だ
が
生
誕
二
百
年
、
三
百
年
の
頃
に
は
、
国
家
を
挙
げ
て
稀
有
の
詩
人

学
者
を
顕
彰
し
て
い
る
と
筆
者
に
は
思
え
る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
オ
ル
ネ
美
術
館
（
】
≦
＝
ω
8
団
。
ヨ
Φ
）
　
蔵
の
8
4
×
5
4
セ
ン
チ
の

板
絵
。
カ
リ
ス
（
0
冨
一
一
の
）
の
聖
ヨ
ハ
ネ
、
聖
ロ
レ
ン
ツ
ォ
像
と
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ
ャ
レ
リ
ー
の
マ
ド
ン
ナ
像
と
共
に
多
連
衝
祭
壇
画
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
し
U
鐸
8
い
ζ
・
．
O
ご
黛
9
勾
貯
①
自
Φ
（
嘲
り
①
O
ン
ら
．
同
書
七
七
図
に
て
聖
ス
テ

フ
ァ
ノ
像
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
書
の
日
本
版
「
ジ
ョ
ッ
ト
」
（
東
京
、
鶴
書
房
、

一
九
七
二
年
）
第
七
七
図
も
同
じ
図
版
で
あ
る
。
た
だ
し
、
解
説
は
イ
タ
リ
ア
語
版
の
翻

訳
で
は
な
く
新
た
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
像
」
に
つ
い
て
は
、
タ
イ

ト
ル
と
所
在
場
所
寸
法
の
み
で
、
そ
の
他
の
説
明
は
な
い
。

（
2
）
　
b
§
壁
鋤
。
口
δ
凸
9
℃
p
ユ
o
o
三
層
幻
。
ヨ
帥
（
一
8
㎝
）
・

（
3
）
H
三
α
二
ω
蕊
一
も
。
蔭
9

（
4
）
　
一
九
六
五
年
四
月
二
十
日
の
ダ
ン
テ
国
際
学
会
（
O
o
轟
お
ω
ω
o
ぎ
8
ヨ
鴛
δ
づ
N
ぽ

　
　
象
ω
ε
島
∪
餌
三
①
ω
o
霞
）
の
開
会
演
説
よ
り
。

（
5
）
包
§
－
日
ω
．
－
即
貯
ミ
験
し
・
的
亀
F
い
。
民
8
（
6
。
。
幽
）
よ
り
。

（
6
）
ζ
9
。
目
”
ジ
縛
旨
ミ
ミ
§
壽
当
節
註
蟄
q
石
切
§
§
お
し
口
§
蹴
因
肉
§
嵩
§
織

　
　
臥
ミ
笥
ミ
恕
ド
寄
雪
ζ
ロ
暮
β
。
ヨ
ζ
①
ぎ
（
一
⑩
8
）
よ
り
。

（
7
）
国
聲
。
ω
ぎ
－
舅
、
雨
8
ω
℃
。
ぎ
9
8
。
古
創
8
α
Φ
影
く
冨
巳
忠
三
①
⑦
琶

　
　
8
ヨ
豆
讐
9
．
、
愚
。
無
黛
卜
。
G
。
1
卜
⊃
S

（
8
）
　
ダ
ン
テ
『
新
生
』
東
京
、
一
九
五
一
年
、
一
五
～
一
六
頁
。

（
9
）
　
清
新
体
派
と
は
、
ダ
ン
テ
を
含
む
ト
ス
カ
ー
ナ
の
詩
人
を
さ
し
、
カ
ヴ
ァ
ル
カ
ン

　
　
テ
ィ
（
一
二
五
五
．
頃
～
一
三
〇
〇
）
は
ダ
ン
テ
の
友
に
し
て
、
清
新
体
派
の
領
袖
で

　
　
あ
っ
た
。
白
雲
に
属
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
よ
り
追
放
さ
れ
た
。

（
1
0
）
中
世
末
期
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
は
ロ
ー
マ
教
皇
を
支
持
す
る
教
皇
派
（
O
嘗
①
臣
）

　
　
と
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
を
支
持
す
る
皇
帝
派
（
Ω
匪
げ
①
昏
巳
）
と
の
争
い
に
巻
き
こ
ま

　
　
れ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
ご
二
五
年
以
来
、
両
者
の
抗
争
が
激
し
く
な
っ
た
が

　
　
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
（
在
位
＝
＝
二
～
五
〇
）
の
介
入
で
皇
帝

　
　
派
が
権
力
を
握
る
。
し
か
る
に
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
朝
の
没
落
（
＝
一
六
八

　
　
年
）
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
来
た
シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
（
一
二
二
六
～
一
二

　
　
八
五
）
が
ロ
ー
マ
教
皇
の
代
官
と
し
て
勢
力
を
ふ
る
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
も
教
皇

　
　
派
が
勢
い
を
占
め
る
に
至
る
。

（
1
1
）
　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
近
郊
の
町
ピ
ス
ト
イ
ァ
の
名
家
カ
ン
チ
ェ
リ
ェ
ー
リ
家
が
黒
白
両

　
　
党
に
分
か
れ
て
争
っ
て
い
た
。
そ
の
白
党
の
一
人
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
チ
ェ
ル
キ
家

　
　
と
結
ぶ
。
ま
た
黒
党
の
一
人
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ド
ナ
ー
テ
ィ
家
に
近
い
フ
レ
ス
コ

　
　
バ
ル
デ
ィ
家
と
縁
組
。
た
め
に
ピ
ス
ト
イ
ア
の
争
い
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
入
り
、
チ

　
　
ェ
ル
キ
家
が
白
墨
の
、
ド
ナ
ー
テ
ィ
家
が
黒
党
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
1
2
）
　
プ
リ
オ
ー
レ
（
℃
ユ
。
お
）
は
「
統
領
」
と
で
も
訳
す
べ
き
語
で
あ
る
が
、
フ
ィ
レ

　
　
ン
ツ
ェ
の
プ
リ
オ
ー
レ
は
六
人
い
た
の
で
、
「
統
領
」
の
訳
語
よ
り
も
、
あ
え
て
原

　
　
語
で
記
し
た
。
　
一
二
八
二
年
～
八
三
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
改
革
の
結
果
、
生
れ

　
　
た
制
度
で
、
も
と
も
と
主
要
な
同
業
組
合
（
δ
費
ε
　
の
代
表
者
三
人
で
構
成
さ

　
　
れ
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
後
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
が
六
区
に
分
け
ら
れ
る
と
各
区
よ

　
　
り
六
人
選
出
さ
れ
た
。
任
期
は
ニ
二
月
だ
っ
た
の
で
、
永
続
的
な
仕
事
は
出
来
な
か

　
　
つ
た
。
O
h
駄
．
℃
目
δ
邑
Φ
．
．
．
b
蹄
ご
試
織
識
O
L
騨
ミ
勘
N
魯
ミ
蝋
昏
O
§
ミ
§
O
層
㊤
》
幻
O
ヨ
帥
（
お
¶
O
ン

　
　
謬
卜
。
．
ダ
ン
テ
は
一
二
九
五
年
、
．
口
薬
業
組
合
に
登
録
し
た
。
同
業
組
合
員
で
な
け

　
　
れ
ば
、
政
治
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
規
定
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
年
に
か
ね
て
婚

　
　
約
し
て
い
た
ジ
ェ
ン
マ
・
ド
ナ
ー
テ
ィ
と
結
婚
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
ダ
ン
テ

　
　
の
結
婚
の
年
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
ベ
ァ
ト
リ
ー
チ
ェ
残
後
と
す
る
説
が
主

　
　
流
を
占
め
る
が
、
彼
女
の
死
の
以
前
、
【
二
八
五
年
頃
と
す
る
の
も
あ
る
。
エ
ス
ポ

　
　
ジ
ト
の
年
表
で
は
一
二
七
七
年
二
月
九
日
の
婚
約
の
記
録
に
触
れ
る
の
み
で
、
結
婚

　
　
の
年
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
O
h
・
国
ω
O
o
ω
詳
9
国
‘
曾
●
ら
蟄
・
・
漣
．



（
1
3
）
　
ロ
ー
マ
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
八
世
は
、
教
権
を
光
被
さ
せ
よ
う
と
し
た
最
後
の

　
　
教
皇
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
文
に
も
記
し
た
よ
う
に
一
時
は
フ
ラ
ン
ス
と

　
　
友
交
関
係
に
あ
り
、
尊
墨
シ
ャ
ル
ル
の
武
力
を
借
り
て
イ
タ
リ
ア
に
君
臨
し
よ
う
と

　
　
し
た
が
、
結
局
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
の
政
敵
コ
ロ
ン
ナ
家
と
耳
翼
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
が

　
　
結
ん
で
一
三
〇
三
年
の
ア
ナ
ー
二
事
件
（
ボ
ニ
Z
ノ
キ
ウ
ス
が
逮
捕
さ
れ
、
間
も
な

　
　
く
死
残
）
に
至
る
。
O
h
国
Φ
餌
a
Φ
『
鴇
口
●
壮
語
巴
①
団
U
隔
口
℃
臥
象
9
、
怖
藁
絵
ミ
団

　
　
ミ
蟄
四
宝
O
p
日
び
ユ
猪
①
（
6
朝
）
田
認
－
綴
■

（
1
4
）
　
エ
ス
ポ
ジ
ト
は
B
・
ナ
ル
デ
ィ
の
学
説
、
即
ち
「
帝
政
論
」
と
「
饗
宴
」
の
基
本

　
　
理
念
の
共
通
性
を
根
拠
と
し
て
、
こ
の
年
代
に
「
帝
政
論
」
が
書
か
れ
た
可
能
性
あ

　
　
り
と
す
る
。

（
1
5
）
　
初
出
は
『
ド
ル
メ
ン
』
昭
和
十
四
年
一
月
号
。
『
古
代
紫
愛
集
』
に
所
収
。
本
稿

　
　
の
引
用
は
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
一
二
巻
四
四
～
五
一
頁
よ
り
。

（
1
6
）
　
水
木
同
歯
『
随
筆
単
一
信
夫
』
一
九
七
三
年
、
東
京
、
四
〇
頁
。

（
1
7
）
　
『
古
代
感
愛
鳥
』
は
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
、
青
磁
社
発
行
の
初
版
（
五
十
二
篇
）

㍗
・
七

「

熊

難
嚢

蠣
襲
賜

セ
　
、

原本「古代感平更」覆刻版の秩。色は鮮

かな葡萄色。文字は週空私製本より取ら

れた。昭和48年9月発行

　
　
の
前
に
、
『
原
本
・
古
代
感
愛
集
』
（
五
十
三
篇
）
と
で
も
称
さ
れ
る
べ
き
幻
の
本
が

　
　
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
じ
青
磁
社
よ
り
発
行
直
前
ま
で
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
不

　
　
幸
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
米
軍
空
襲
に
よ
り
社
屋
と
共
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
し

　
　
か
し
仮
綴
本
が
若
干
、
十
八
の
手
許
に
残
っ
た
の
で
原
本
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で

　
　
き
る
の
で
あ
る
。
　
（
這
空
は
仮
綴
本
を
自
分
で
製
本
し
、
柳
田
國
男
を
始
め
親
し
い

　
　
人
に
贈
っ
た
。
こ
の
幻
の
書
は
折
口
信
夫
官
需
二
十
年
を
記
念
し
て
、
限
定
四
百
八

　
　
十
部
が
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
日
に
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
よ
り
覆
刻
版
と
し

　
　
て
刊
行
さ
れ
た
）

　
　
初
版
で
は
、
原
本
よ
り
戦
争
関
係
の
十
篇
が
削
除
さ
れ
、
別
の
九
篇
が
補
わ
れ
た
。

　
　
こ
の
青
磁
社
本
に
対
し
、
昭
和
二
十
三
年
度
の
日
本
芸
術
院
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
青

　
　
磁
社
本
所
収
の
五
十
二
篇
を
解
体
し
、
新
た
に
二
十
九
篇
を
加
え
て
再
構
成
し
た
追

　
　
空
は
、
昭
和
二
十
七
年
五
月
、
角
川
書
店
よ
り
『
古
代
感
愛
書
』
（
二
十
二
篇
）
『
近

　
　
悲
傷
集
』
（
五
十
四
篇
）
の
馬
主
を
刊
行
し
た
。
『
古
代
感
愛
集
』
所
収
の
「
丸
し

　
　
ろ
の
旗
」
な
ど
は
三
篇
が
一
篇
六
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
冊
は
構

　
　
想
を
新
た
に
し
た
週
空
苦
心
の
作
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
　
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
三
巻
に
は
角
川
本
二
冊
が
収
め
ら
れ
た
。
　
更
に
、
　
口
語
詩
を
中
心
に
し
た
『
現
代

　
　
ら
ん
る

　
　
盈
襖
集
』
が
伊
馬
春
部
の
編
集
に
よ
り
全
集
第
二
三
巻
に
初
出
。

（
1
8
）
　
例
え
ば
、
佐
藤
春
夫
の
邉
空
絶
賛
の
文
章
を
合
む
『
鑑
賞
拝
情
名
詩
選
』
（
後
出
）

　
　
の
共
著
者
、
吉
田
精
一
は
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
「
近
代
詩
と
現
代
詩
」
と
い
う
短

　
　
文
を
『
國
文
学
・
解
繹
と
鑑
賞
』
誌
に
書
い
て
い
る
。
同
誌
は
「
近
代
詩
と
現
代
詩

　
　
i
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
詩
史
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
吉
田
の
短
い

　
　
文
に
避
空
の
名
が
出
て
来
ぬ
の
は
無
理
も
な
い
が
、
そ
の
後
に
解
説
が
な
さ
れ
る
二

　
　
十
の
詩
集
の
中
に
遙
空
の
作
品
は
な
い
。

（
／
9
）
　
柳
田
國
男
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
東
京
、
一
九
三
五
年
初
版
（
定
本
柳
田
國
男

　
　
集
第
二
五
巻
所
収
）
に
「
新
た
な
る
國
學
」
と
い
う
一
章
が
あ
り
學
問
救
世
な
る
小

　
　
見
出
し
も
あ
る
（
初
版
本
一
四
七
頁
）
。
折
口
信
夫
は
「
新
國
學
と
し
て
の
民
俗
學
」

　
　
を
昭
和
二
十
二
年
に
「
國
學
院
大
学
新
聞
」
に
発
表
し
た
（
『
全
集
」
一
六
巻
）
。

ダ
ン
テ
・
繹
這
空
比
較
論
序
説

一
七



ダ
ン
テ
・
伽
梓
沼
売
工
比
較
狐
珊
序
説

一
八

　
　
「
生
活
の
古
典
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
は
、
　
「
民
俗
学
入
門
」
な
る
副
題
を
も
つ

　
　
牧
田
茂
『
生
活
の
古
典
』
（
角
川
選
書
）
が
あ
る
。

（
2
0
）
　
元
版
『
折
ロ
信
夫
全
集
』
月
報
二
九
号
（
昭
和
三
十
二
年
二
月
）
に
柳
田
國
男
の

　
　
「
折
口
君
の
学
問
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
次
の
個
所
が
注
目
さ
れ
る
。
「
…
…
文
字

　
　
以
外
の
方
法
で
、
文
字
の
裏
、
文
字
の
蔭
か
ら
古
い
こ
と
を
知
ら
う
と
す
る
の
が
僕

　
　
ら
の
志
す
學
問
で
あ
っ
て
、
折
躍
動
も
そ
れ
に
同
情
を
寄
せ
て
居
て
く
れ
た
。
し
か

　
　
し
同
じ
こ
の
国
の
古
い
こ
と
を
知
ら
う
と
め
ざ
し
て
居
て
も
、
僕
は
今
現
に
あ
る
も

　
　
の
の
中
か
ら
、
そ
れ
を
手
掛
り
に
し
て
手
の
と
ど
く
所
ま
で
を
十
分
知
り
、
そ
の
上

　
　
で
古
い
方
へ
も
出
て
行
か
う
と
し
た
の
だ
が
、
折
口
君
は
幸
か
不
幸
か
、
古
い
方
か

　
　
ら
下
り
て
来
る
や
う
な
形
を
と
っ
た
」

（
2
1
）
　
『
折
口
信
夫
全
集
』
三
〇
巻
に
所
収
。
な
お
、
『
遠
野
物
語
』
に
関
す
る
参
考
文
献

　
　
に
つ
い
て
は
、
栢
木
喜
一
「
邉
解
団
東
北
紀
行
」
『
繹
遣
空
研
究
資
料
』
二
九
号
（
一

　
　
九
八
二
年
）
五
六
頁
を
参
照
。

（
2
2
）
　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
十
三
日
に
、
筆
者
は
府
立
今
宮
中
学
第
五
期
生
山
田
源
之

　
　
助
氏
よ
り
今
中
時
代
の
国
語
の
ノ
ー
ト
を
貸
与
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
折
口
信
夫

　
　
青
年
期
の
重
要
資
料
で
あ
る
の
で
、
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
時
、
山
田

　
　
氏
は
筆
者
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
「
こ
の
前
に
出
来
た
遣
空
先
生
の
歌
碑
の
文

　
　
字
は
、
自
分
が
書
い
た
の
だ
が
、
の
ち
の
世
の
人
が
あ
れ
を
先
生
の
字
と
思
う
か
と

　
　
考
え
る
と
夜
も
ね
む
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
実
は
大
阪
市
生
野
区
勝
山
南
公
園
に
歌
集

　
　
『
春
の
こ
と
ぶ
れ
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
ヲ
　
バ
セ

　
　
　
小
橋
過
ぎ
、

　
　
　
　
鶴
橋
　
生
野
來
る
道
は
、

　
　
古
道

　
　
　
　
と
思
ふ
見
畳
え
の
な
き

　
　
と
い
う
お
歌
を
山
田
源
之
助
氏
の
書
で
歌
碑
に
し
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
一
日
に

　
　
除
幕
式
が
あ
っ
た
。
山
田
氏
は
「
這
空
詠
、
源
之
助
書
」
と
い
う
文
字
を
入
れ
た
か

　
　
つ
た
の
だ
が
、
結
局
そ
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
紙
上
を
借
り

　
　
て
、
後
世
の
た
め
に
、

　
　
生
野
歌
碑
の
染
筆
・
者
の

　
　
名
を
こ
こ
に
記
し
だ
次

　
　
第
で
あ
る
。

（
2
3
）
「
三
郷
巷
談
」
は
『
古

　
　
代
研
究
』
民
俗
学
篇
1

　
　
に
収
録
さ
れ
た
。
全
集

　
　
で
は
第
二
巻
と
、
拾
遺

　
　
が
第
一
六
巻
と
に
収
め

　
　
ら
れ
て
い
る
。
」

（
2
4
）
　
萩
原
雄
祐
「
繹
這
空

　
　
先
生
を
憶
う
」
『
短
歌
』

　
　
昭
和
二
十
九
年
一
月

　
　
号
、
一
〇
〇
～
一
〇
二

　
　
頁
。

（
2
5
）
　
拙
稿
「
鈴
木
金
太
郎

　
　
氏
の
こ
と
」
　
『
四
這
空

　
　
研
究
資
料
』
二
九
号
、

　
　
四
八
～
五
〇
頁
。

（
2
6
）
　
『
折
口
信
夫
全
集
』

　
　
第
四
巻
～
第
六
巻
。

（
2
7
）
　
大
正
十
年
三
月
よ
り

　
　
五
月
に
か
け
て
三
二
回

　
　
に
分
け
て
連
載
。

豪㌦課

藍子

撫
嚇
ミ

鐡
嶺

　
　
　
輪
潮
煙
懸
嵐
転
漕
繍

嚇
繍　
　
欝
緩

‘
蔑　

寧
撫
昏
惑
畿
卑
官
輸
彗

癖憶
毒
噂
話
轟
簿

　
　
響
・

轟識
轡
∵

撃

「
　
へ
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大
正
十
四
年
四
月
、
関
連
す
る
他
の
論
考
を
加
え
て
大
岡
山
書
店

　
　
よ
り
同
じ
タ
イ
ト
ル
に
て
刊
行
。
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
一
巻
に
所
収
。

（
2
8
）
　
『
全
集
』
三
一
巻
に
て
こ
れ
ら
の
祭
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
折
口
信
夫

　
　
「
三
矢
先
生
の
学
風
」
（
『
全
集
』
二
八
巻
）
を
参
照
。

（
2
9
）
　
高
崎
正
秀
「
三
矢
重
松
先
生
三
十
年
祭
顛
末
」
『
短
歌
』
昭
和
二
十
九
年
一
月
号
、

　
　
一
【
五
～
一
一
七
頁
。



（
3
0
）
　
歌
集
『
倭
を
ぐ
な
』
よ
り
（
『
全
集
』
二
二
巻
）
八
三
頁
。

（
3
1
）
　
『
人
間
』
二
月
号
の
詩
を
読
ん
だ
復
員
直
後
の
伊
回
春
部
の
感
激
に
つ
い
て
は

　
　
『
全
集
』
二
三
巻
あ
と
が
き
を
参
照
。

（
3
2
）
　
天
明
社
本
の
詩
（
二
〇
三
～
二
〇
五
頁
）
に
は
、
全
集
本
と
段
落
、
行
間
な
ど
に

　
　
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
但
、
明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
。

（
3
3
）
　
初
出
は
「
三
田
文
学
』
十
九
巻
七
号
（
一
九
四
四
年
）
。
原
本
『
古
代
感
愛
集
』
、

　
　
初
版
「
古
代
感
愛
集
』
を
経
て
『
近
代
悲
傷
集
』
に
落
ち
着
く
。

（
3
4
）
　
原
本
『
古
代
感
愛
集
』
が
初
出
で
あ
る
が
、
前
記
の
如
く
幻
の
書
と
な
っ
た
の

　
　
で
、
世
人
の
眼
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
『
人
間
』
昭
和
二
十
一
年
二
月
号
掲
載
の
「
近

　
　
代
悲
傷
集
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
青
磁
社
版
『
古
代
感
愛
集
』
角
川
版

　
　
『
近
代
悲
傷
集
』
に
収
め
ら
れ
る
と
い
う
変
転
の
道
を
「
葎
」
は
辿
る
。
な
お
、
本

　
　
稿
引
用
分
の
ル
ビ
は
『
人
間
』
所
収
の
も
の
で
補
っ
た
。

が
撮
影
し
た
。

一、

u
死
者
の
書
」
初
版
青
磁
社
本
は
水
木
直
面
文
庫
架
蔵
の
も
の
。
そ
の
他
の
書

物
は
筆
者
拙
蔵
。

一、

氓
ﾌ
予
定
は
、
ダ
ン
テ
『
神
曲
」
と
這
空
『
死
者
の
書
」
の
構
想
、
内
容
、
思

想
の
比
較
、
更
に
は
ダ
ン
テ
の
詩
作
品
と
逼
空
の
そ
れ
と
の
美
と
班
念
を
対
比
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
て
鐸
邉
空
の
国
民
詩
人
た
る
こ
と
を
論
証
で
き

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

追
記

　
一
、
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
ェ
ー
リ
に
開
す
る
邦
語
文
献
に
つ
い
て
は
、
『
イ
タ
リ
ア
学
文

　
　
献
目
録
』
（
京
都
大
学
イ
タ
リ
ア
文
学
研
究
室
・
日
本
イ
タ
リ
ア
京
都
会
館
編
集
、

　
　
日
本
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
株
式
会
社
発
行
、
　
一
九
七
七
年
）
五
～
二
三
頁
に
一
九
七
五

　
　
年
末
ま
で
の
邦
訳
、
論
文
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
『
神
曲
』
の
最
新
訳
と
し
て
は
寿
岳
文
章
訳
　
（
「
世
界
文
学
全
集
」
第
二
巻
、
集

　
　
英
社
、
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。
立
派
な
口
語
訳
で
あ
る
が
、
筆
者
の
好
み
〆
か
ら

　
　
言
え
ば
、
文
語
訳
聖
書
の
如
き
荘
重
な
文
体
の
山
川
丙
三
郎
訳
（
岩
波
文
庫
に
所

　
　
収
）
に
引
か
れ
る
。

　
一
、
繹
追
空
・
折
口
信
夫
に
つ
い
て
の
文
献
目
録
は
、
『
現
代
詩
手
帖
』
一
九
七
三
年

　
　
臨
時
増
刊
「
折
口
信
夫
・
繹
這
空
」
号
、
三
八
三
～
三
八
九
頁
に
長
谷
川
政
春
編

　
　
の
労
作
が
あ
る
。
本
稿
引
用
の
佐
藤
春
夫
の
解
訳
は
こ
の
目
録
に
も
未
編
。

　
一
、
「
古
代
研
究
』
「
死
者
の
書
」
の
写
真
は
樋
口
二
三
子
氏
撮
影
。
そ
の
他
は
筆
者
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ダ
ン
テ
・
繹
這
空
比
較
論
序
説

一
九


